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1. 平成29年3月期の業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期 8,975 △0.5 518 △2.7 513 1.6 336 35.6

28年3月期 9,025 △1.0 533 154.7 505 151.5 247 137.2

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年3月期 43.34 ― 3.0 3.0 5.8

28年3月期 31.96 ― 2.3 2.9 5.9

（参考） 持分法投資損益 29年3月期 ―百万円 28年3月期 ―百万円

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期 17,021 11,344 66.6 1,462.40

28年3月期 17,406 11,085 63.7 1,429.04

（参考） 自己資本 29年3月期 11,344百万円 28年3月期 11,085百万円

(3) キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年3月期 1,233 △144 △717 1,736

28年3月期 522 △112 △346 1,364

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00 116 46.9 1.0

29年3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00 116 34.6 1.0

30年3月期(予想) ― 7.50 ― 7.50 15.00 ―

3. 平成30年 3月期の業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,820 2.6 310 △3.7 310 △2.8 200 △8.1 25.78

通期 9,400 4.7 600 15.7 600 16.8 400 19.0 51.56



※ 注記事項

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(2) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期 7,767,800 株 28年3月期 7,767,800 株

② 期末自己株式数 29年3月期 10,498 株 28年3月期 10,498 株

③ 期中平均株式数 29年3月期 7,757,302 株 28年3月期 7,757,330 株

※ 決算短信は監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想については、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではあり
ません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項
等については、２ページ「１．経営成績・財政状態に関する分析（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(1）経営成績に関する分析

当事業年度におけるわが国経済は、政府及び日銀による経済政策によって、企業業績や雇用環境、所得が緩やか

に改善傾向となりましたが、消費税増税延期やエネルギーコストの上昇といった要因に加え、中国及びアジア各国

の景気減退など、先行きの不透明感が表面化してきた景況にあります。 

当業界におきましては、持家着工戸数が前年同等と底堅く推移したものの、そのペースは平成25年3月期より3期

連続で30万戸を下回る水準となり、依然として力強さに欠ける状況が続いております。 

このような経営環境のもと、売上高に関しましては、夏季天候不順に加え、年度後半にかけて大手ハウスメーカ

ーの受注速報が前年を下回るなど、特に下半期において、厳しい市場環境となり、前年同期比0.5％減の8,975百万

円となりました。 

一方で、損益面につきましては、事業年度を通じて生産及び管理コストの削減と歩留り向上を推し進め、当事業

年度における売上原価率は、前年同期比3.3ポイント減の71.1％となりました。なお、より効率的な生産体制を目指

す目的で受注生産方式の導入を図った結果、平成28年３月期末と比較して、商品及び製品の棚卸資産が273百万円減

少し、過剰在庫が抑制され、借入金の返済と合わせて、財務体質の健全化が一層進みました。 

 

この結果、当事業年度の業績は、売上高8,975百万円（前年同期比0.5％減）、営業利益518百万円（前年同期比

2.7％減）、経常利益513百万円（前年同期比1.6％増）、当期純利益336百万円（前年同期比35.6％増）となりまし

た。なお、前年同期に特別損失として減損損失76百万円を計上しており、それによって当事業年度は営業外費用の

工場休止に伴う諸費用が20百万円減少しております。 

 

今後の見通しにつきましては、生産活動において、引き続きコスト削減を図るとともに、受注生産方式の導入を

図ることで、より一層の経営体質強化を目指しております。一方で、陶板壁材「スーパートライWall」につきまし

ては、更なる販売拡大及び量産体制の構築に向け、引き続き積極的に研究開発活動を推し進めて参ります。 

なお、通期の業績予想は、売上高9,400百万円、営業利益600百万円、経常利益600百万円、当期純利益400百万円

を見込んでおります。 
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(2）財政状態に関する分析 

① 資産、負債、純資産の状況

  当事業年度末の資産につきましては、売掛金の減少227百万円（前年同期比17.8％減）、商品及び製品の減少273

百万円（前年同期比23.9％減）等により17,021百万円（前年同期比2.2％減）となりました。

 負債につきましては、未払法人税等の減少130百万円（前年同期比59.5％減）、短期借入金の減少200百万円（前

年同期比9.1％減）等により5,676百万円（前年同期比10.2％減）となりました。

 純資産につきましては、繰越利益剰余金の増加229百万円（前年同期比6.4％増）等により11,344百万円（前年同

期比2.3％増）となりました。

② キャッシュ・フローの状況

当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べて371百万円増加し、

1,736百万円となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、前事業年度に比べ710百万円増加し1,233百万円となりました。 

 これは主に、増加要因としては、税引前当期純利益513百万円（前年同期比98百万円増）、売上債権の減少額332

百万円（前年同期は売上債権の増加額178百万円）等によるものです。減少要因としては、法人税等の支払額308百

万円（前年同期比269百万円増）等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、前事業年度に比べ32百万円増加し144百万円となりました。

 これは主に、固定資産の取得による支出120百万円（前年同期比68百万円減）等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によって使用した資金は、前事業年度に比べ371百万円増加し717百万円となりました。

 これは主に、短期借入金の減少額200百万円（前年同期比100百万円減）、長期借入金の返済による支出400百万

円（前年同期比50百万円増）等によるものです。

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

  平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期 平成29年３月期

自己資本比率（％） 59.8 60.5 63.0 63.7 66.6

時価ベースの自己資本比率

（％）
20.1 19.3 19.0 17.5 21.8

キャッシュ・フロー対有利

子負債比率（年）
3.9 4.8 － 7.3 2.6

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍）
19.6 16.4 － 12.7 41.9

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

（注１）各指標は、いずれも財務数値により計算しております。

（注２）株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数により計算しております。

（注３）営業キャッシュ・フローは、キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しており

ます。有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債（割引手形を含

む）を対象としております。

（注４）平成27年３月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオにつきまして

は、営業キャッシュ・フローがマイナスのため、記載を省略しております。
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(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社の利益配分の基本的な考え方は、陶器瓦業界の中で最新の生産技術を保持し、高い生産力と競争力を継続的に

保ちながら成長を続けていくために、設備の更新や新工場の建設等を慎重かつ大胆に実行していく必要性を認識する

とともに、将来に向けた安定的な収益基盤づくりのための内部留保を考慮しつつ、業績に応じた適正で安定的な配当

を継続的に行うことであります。

内部留保金につきましては、設備投資等の資金需要に備える所存であります。

なお、当期・次期の配当につきましては、サマリー情報「２．配当の状況」をご覧ください。

 

(4）事業等のリスク

当社の経営成績、財政状態及び株価等に影響を及ぼす可能性のある事項は、以下のとおりであります。

① 業績の変動について

当社は屋根材である粘土瓦の製造販売を主たる事業としており、全国各地の工事店・問屋・瓦メーカー・ハウスメ

ーカー等に幅広く粘土瓦を供給しております。

粘土瓦は、住宅新設時に多量に使用されるため、当社の業績は持家着工戸数の増減に影響されます。また、持家着

工戸数は、一般景気動向、金利動向、住宅地価動向、税制及び法的規則等様々な要因を受けており、当社の業績もこ

れらの要因に左右される可能性があります。

② 経営成績の季節的変動について

当社の売上高は、季節的に見て、冬場の１・２月は住宅着工の不需要時となりますので通常月に比べ低くなる傾向

があります。

③ 金利の変動について

当社の第50期事業年度末における有利子負債残高は3,225百万円で、負債及び純資産合計に対する割合は18.9％と

なっております。したがいまして、今後の金利情勢、その他金融市場の変動により当社の業績に影響を与える可能性

があります。

④ 燃料価格の変動について

当社の主な事業である粘土瓦の製造に用いる主たる燃料はブタンガスでありますので、当社の業績は国際市況に連

動する原油価格の変動により影響を受ける可能性があります。

⑤ 特定の取引先への依存度について

当社の主要原材料である粘土は、㈱丸長（以下、同社という。）からの仕入が100％であります。粘土瓦は、配合

粘土を使用しており、その配合割合によって製品品質に影響が出るため、その仕入は限られた業者からの供給が、業

界の通例となっているためであります。

当社は、同社の財政状態及び経営成績を常に把握し、品質・納期等について万全の管理体制をとっておりますが、

万一同社の経営が行き詰った場合には、当社は瓦製造に支障をきたし、業績面に影響を受ける可能性があります。

２．企業集団の状況

 最近の有価証券報告書（平成28年６月24日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係会社の状況」か

ら重要な変更がないため開示を省略しております。

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社は連結財務諸表を作成していないため、国際会計基準に基づく財務諸表を作成するための体制整備の負担等を考

慮し、日本基準に基づき財務諸表を作成しております。
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４．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当事業年度 

(平成29年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,376,787 1,748,152 

受取手形 849,509 743,389 

電子記録債権 133,926 133,225 

売掛金 1,277,654 1,049,994 

商品及び製品 1,196,833 923,061 

仕掛品 45,372 43,816 

未成工事支出金 7,501 2,663 

原材料及び貯蔵品 143,162 133,855 

前払費用 15,605 11,943 

繰延税金資産 99,090 77,202 

その他 17,184 19,146 

貸倒引当金 △5,151 △6,439 

流動資産合計 5,157,476 4,880,011 

固定資産    

有形固定資産    

建物 4,201,168 4,215,114 

減価償却累計額 △2,794,926 △2,878,689 

建物（純額） 1,406,241 1,336,424 

構築物 833,371 840,721 

減価償却累計額 △745,088 △763,009 

構築物（純額） 88,283 77,712 

機械及び装置 10,080,226 10,106,561 

減価償却累計額 △9,251,662 △9,391,629 

機械及び装置（純額） 828,564 714,932 

車両運搬具 164,771 166,143 

減価償却累計額 △157,021 △160,718 

車両運搬具（純額） 7,749 5,425 

工具、器具及び備品 771,013 784,330 

減価償却累計額 △617,099 △654,625 

工具、器具及び備品（純額） 153,913 129,705 

土地 9,113,158 9,113,158 

建設仮勘定 21,467 37,234 

有形固定資産合計 11,619,379 11,414,592 

無形固定資産    

ソフトウエア 17,434 8,037 

電話加入権 3,129 3,129 

水道施設利用権 2,018 1,698 

ソフトウエア仮勘定 20,844 56,678 

無形固定資産合計 43,426 69,543 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当事業年度 

(平成29年３月31日) 

投資その他の資産    

投資有価証券 445,163 495,510 

出資金 40,164 40,164 

長期貸付金（純額） － 24,500 

破産更生債権等 609 2,990 

長期前払費用 678 434 

その他 99,803 96,248 

貸倒引当金 △609 △2,990 

投資その他の資産合計 585,809 656,858 

固定資産合計 12,248,615 12,140,995 

資産合計 17,406,091 17,021,006 

負債の部    

流動負債    

支払手形 163,576 178,708 

電子記録債務 571,882 637,714 

買掛金 413,986 387,793 

短期借入金 2,200,000 2,000,000 

1年内返済予定の長期借入金 400,000 400,000 

未払金 169,397 214,128 

未払費用 197,583 191,785 

未払法人税等 220,065 89,178 

未払消費税等 69,585 68,264 

前受金 5,534 5,767 

預り金 13,993 12,949 

賞与引当金 223,980 183,396 

流動負債合計 4,649,586 4,369,685 

固定負債    

長期借入金 1,225,000 825,000 

繰延税金負債 54,429 54,008 

退職給付引当金 83,039 101,251 

役員退職慰労引当金 281,805 298,020 

その他 26,750 28,750 

固定負債合計 1,671,023 1,307,029 

負債合計 6,320,609 5,676,715 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当事業年度 

(平成29年３月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,144,134 2,144,134 

資本剰余金    

資本準備金 2,967,134 2,967,134 

その他資本剰余金 57 57 

資本剰余金合計 2,967,191 2,967,191 

利益剰余金    

利益準備金 110,163 110,163 

その他利益剰余金    

特別償却準備金 44,604 35,701 

固定資産圧縮積立金 20,341 19,699 

別途積立金 2,050,000 2,050,000 

繰越利益剰余金 3,577,752 3,807,163 

利益剰余金合計 5,802,861 6,022,727 

自己株式 △5,813 △5,813 

株主資本合計 10,908,374 11,128,240 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 177,107 216,051 

評価・換算差額等合計 177,107 216,051 

純資産合計 11,085,481 11,344,291 

負債純資産合計 17,406,091 17,021,006 
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（２）損益計算書

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

売上高    

商品及び製品売上高 8,806,885 8,814,446 

工事売上高 218,272 161,169 

売上高合計 9,025,157 8,975,616 

売上原価    

商品及び製品売上原価    

商品及び製品期首たな卸高 1,502,787 1,198,200 

当期製品仕入高 341,401 336,589 

当期商品仕入高 616,581 688,676 

当期製品製造原価 5,130,843 4,937,465 

合計 7,591,614 7,160,932 

商品及び製品期末たな卸高 1,196,833 924,428 

差引 6,394,781 6,236,504 

工事売上原価 207,726 147,491 

売上原価合計 6,602,507 6,383,995 

売上総利益 2,422,649 2,591,620 

販売費及び一般管理費    

給料手当及び賞与 556,048 573,879 

賞与引当金繰入額 66,138 64,320 

退職給付費用 18,272 20,113 

役員退職慰労引当金繰入額 26,772 26,692 

研究開発費 269,302 328,571 

減価償却費 55,887 50,940 

貸倒引当金繰入額 － 3,868 

その他 897,051 1,004,581 

販売費及び一般管理費合計 1,889,472 2,072,965 

営業利益 533,177 518,655 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

営業外収益    

受取利息 379 247 

受取配当金 10,202 12,106 

受取賃貸料 2,429 2,799 

保険配当金 5,583 5,565 

雇用調整助成金 5,760 － 

売電収入 11,792 11,525 

貸倒引当金戻入額 1,055 － 

受取補償金 5,855 － 

その他 14,324 12,006 

営業外収益合計 57,382 44,252 

営業外費用    

支払利息 37,459 27,435 

手形売却損 3,634 1,331 

工場休止に伴う諸費用 33,255 12,837 

売電費用 6,303 5,955 

その他 4,062 1,584 

営業外費用合計 84,715 49,144 

経常利益 505,844 513,763 

特別損失    

固定資産売却損 14,088 － 

減損損失 76,143 － 

特別損失合計 90,232 － 

税引前当期純利益 415,612 513,763 

法人税、住民税及び事業税 214,433 167,474 

法人税等調整額 △46,763 10,063 

法人税等合計 167,670 177,537 

当期純利益 247,941 336,225 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

                  (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 
その他資
本剰余金 

資本剰余
金合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 

利益剰余
金合計   

特別償却
準備金 

固定資産
圧縮積立
金 

別途積立金 
繰越利益
剰余金 

当期首残高 2,144,134 2,967,134 57 2,967,191 110,163 52,269 20,501 2,050,000 3,418,951 5,651,886 

当期変動額                     

特別償却準備金の取崩           △7,665     7,665 - 

固定資産圧縮積立金の
取崩             △160   160 - 

剰余金の配当                 △96,966 △96,966 

当期純利益                 247,941 247,941 

自己株式の取得                     

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）                     

当期変動額合計 - - - - - △7,665 △160 - 158,801 150,975 

当期末残高 2,144,134 2,967,134 57 2,967,191 110,163 44,604 20,341 2,050,000 3,577,752 5,802,861 

 

         

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 

その他有価証券評
価差額金 

評価・換算差額等
合計 

当期首残高 △5,786 10,757,425 136,229 136,229 10,893,655 

当期変動額           

特別償却準備金の取崩   -     - 

固定資産圧縮積立金の
取崩   -     - 

剰余金の配当   △96,966     △96,966 

当期純利益   247,941     247,941 

自己株式の取得 △26 △26     △26 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）     40,878 40,878 40,878 

当期変動額合計 △26 150,948 40,878 40,878 191,826 

当期末残高 △5,813 10,908,374 177,107 177,107 11,085,481 
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当事業年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

                  (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 その他資
本剰余金 

資本剰余
金合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 

利益剰余
金合計   

特別償却
準備金 

固定資産
圧縮積立
金 

別途積立金 繰越利益
剰余金 

当期首残高 2,144,134 2,967,134 57 2,967,191 110,163 44,604 20,341 2,050,000 3,577,752 5,802,861 

当期変動額                     

特別償却準備金の取崩           △8,903     8,903 － 

固定資産圧縮積立金の
取崩             △641   641 － 

剰余金の配当                 △116,359 △116,359 

当期純利益                 336,225 336,225 

自己株式の取得                     

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）                     

当期変動額合計 － － － － － △8,903 △641 － 229,410 219,865 

当期末残高 2,144,134 2,967,134 57 2,967,191 110,163 35,701 19,699 2,050,000 3,807,163 6,022,727 

 

         

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 その他有価証券評

価差額金 
評価・換算差額等
合計 

当期首残高 △5,813 10,908,374 177,107 177,107 11,085,481 

当期変動額           

特別償却準備金の取崩   －     － 

固定資産圧縮積立金の
取崩   －     － 

剰余金の配当   △116,359     △116,359 

当期純利益   336,225     336,225 

自己株式の取得           

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）     38,944 38,944 38,944 

当期変動額合計 － 219,865 38,944 38,944 258,809 

当期末残高 △5,813 11,128,240 216,051 216,051 11,344,291 
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（４）キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前当期純利益 415,612 513,763 

減価償却費 368,771 304,775 

減損損失 76,143 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,055 3,668 

賞与引当金の増減額（△は減少） 64,402 △40,584 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,130 18,211 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 26,772 16,215 

受取利息及び受取配当金 △10,582 △12,354 

支払利息 37,459 27,435 

固定資産売却損益（△は益） 14,088 △623 

売上債権の増減額（△は増加） △178,341 332,333 

たな卸資産の増減額（△は増加） 319,368 289,472 

仕入債務の増減額（△は減少） 19,072 45,726 

割引手形の増減額（△は減少） △588,632 － 

未払費用の増減額（△は減少） 5,724 △4,049 

その他 9,924 63,161 

小計 588,858 1,557,151 

利息及び配当金の受取額 10,582 12,360 

利息の支払額 △37,770 △28,075 

法人税等の支払額 △39,234 △308,292 

営業活動によるキャッシュ・フロー 522,436 1,233,144 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △12,000 △12,000 

定期預金の払戻による収入 12,000 12,000 

固定資産の取得による支出 △188,913 △120,832 

固定資産の売却による収入 76,554 650 

貸付けによる支出 － △24,550 

その他 50 50 

投資活動によるキャッシュ・フロー △112,309 △144,682 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の増減額（△は減少） △300,000 △200,000 

長期借入れによる収入 400,000 － 

長期借入金の返済による支出 △350,000 △400,000 

配当金の支払額 △96,004 △117,096 

その他 △26 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー △346,030 △717,096 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 64,096 371,364 

現金及び現金同等物の期首残高 1,300,690 1,364,787 

現金及び現金同等物の期末残高 1,364,787 1,736,152 
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（５）財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

 当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

ａ．セグメント情報 

前事業年度（自  平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）及び当事業年度（自  平成28年４月１日 至 

平成29年３月31日）

当社は粘土瓦製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

ｂ．関連情報 

前事業年度（自  平成27年４月１日  至  平成28年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

 

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、  

記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありま

せん。

 

当事業年度（自  平成28年４月１日  至  平成29年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

 

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、  

記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありま

せん。

 

ｃ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報 

前事業年度（自  平成27年４月１日  至  平成28年３月31日）

当社の報告セグメントは粘土瓦製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

 

当事業年度（自  平成28年４月１日  至  平成29年３月31日）

当社の報告セグメントは粘土瓦製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

 

ｄ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報 

該当事項はありません。

 

ｅ．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報 

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
 
 

前事業年度
（自  平成27年４月１日
至  平成28年３月31日）

当事業年度
（自  平成28年４月１日
至  平成29年３月31日）

１株当たり純資産額 1,429円04銭 1,462円40銭

１株当たり当期純利益金額 31円96銭 43円34銭

（注） １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

    ２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

 (平成28年３月31日）
当事業年度

 (平成29年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 11,085,481 11,344,291

純資産の部の合計額から控除する金額

（千円）
－ －

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 11,085,481 11,344,291

１株当たり純資産額の算定に用いられた

期末の普通株式の数（千株）
7,757 7,757

    ３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当期純利益金額（千円） 247,941 336,225

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（千円） 247,941 336,225

期中平均株式数（千株） 7,757 7,757

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

（開示の省略）

上記以外の注記につきましては、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開示を省略

しております。 

 

５．その他

役員の異動

(1）代表取締役の異動

該当事項はありません。

 

(2）その他の役員の異動

・新任取締役候補

取締役 満田 勝己（現 執行役員 営業企画部長）

・退任予定取締役

取締役 樫尾 清勇（営業担当部長に就任予定） 

 

(3）就任予定日

平成29年６月28日
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